笠置町簡易水道事業経営計画等検討委員会（第4回）概要
	開催日時
	令和３年３月２３日（火）午前10時00分から午後11時48分

	開催場所
	笠置町役場２階第１会議室

	出席委員
（敬称略）
	植田克巳 、坂本かおり、谷本一榮 、西窪明子 、二滝久功  

	欠席委員
（敬称略）
	北川一美、山口茂

	事務局
	石川建設産業課長、福島課長補佐、井上主任

	会議次第








	１．笠置町簡易水道事業経営戦略について
２．その他
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	第４回笠置町簡易水道事業経営計画等検討委員会の開催を宣言し、山口茂委員・北川一美委員の欠席報告を受けていることを報告。
議事進行について委員長に委ねる。

前回開催させていただいた中で、町のほうから概要を作成されその内容を検討していただきました、それぞれ持ち帰り再度みていただき、皆さまから意見をいただきたいということで終えておりました。
まずは前回の委員会を踏まえて町のほうで修正等していただいておりますので、その説明を受けた後、それぞれの委員さんの意見をお伺いしたうえで、一定検討委員として町長にこの会議の検討した結果を報告していく必要がありますので、まとめていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

前回の会議の意見等に基づき、文言等修正した笠置町簡易水道事業経営戦略（案）について説明。
・
説明のあった事項や、それぞれ持ち帰っていただいて再度みていただいた中、また今まで３回開催してきたなかで思われたこと等も含めて出していただけたらと思います。

料金体系についてですが、近隣自治体や類似団体等をみながらとあるが、基盤整備等の部分についても検討した上で料金体系を見直すというほうが良いと思います。

給水人口の少ない笠置町でとても厳しい現状がよくわかり、この計画を実際に実行していくことが大変だと感じています。安定供給に向けより一層の努力を切に願い、家計を預かるものとしては、水道料金の値上げについては少しでも少なくなることを願っています。

効率的な維持管理に努め、経費削減に努めてもらいたい。
職員皆で計画を共有し、実施に努めてもらいたい。

色々な意見を出していただいたのですが、われわれ委員として委嘱を受けて委員として検討してくださいということでやってきました。検討した結果を答申しなければならないと思い、委員の皆さまの意見等を考慮し答申の案を作成してみました。これを最後に検討していただいて、町長に文書回答していきたいと考えています。一度みていただけたらと思います。
皆さまのご意見も反映させたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

町長への報告書（案）について審議され次のとおりにまとめられた。

１．料金体系の概要・考え方
一般会計に依存するのではなく、今後少しでも健全な企業会計を目指す
のであれば、料金改定も必要と思われる。
改定に際しては、住民に十分説明し理解を得ていただきたい。

２．水需要の予測、料金収入の見通し
給水人口減少、有収水量の減少は、水道事業のみで考えるのではなく、
笠置町全体の施策として、人口増及び企業等の誘致を進めていただきた
い。

３．施設の見通し
笠置町の水道施設は、特に取水施設は、小河川の表流水を取り入れてい
る事から、災害等には常に被災する恐れがある為、笠置簡易水道を中心
として、各施設を継ぐ管路の設置を計られたい。

４．経営の基本方針
水道がライフラインとして維持できるよう、経営や施設の基盤強化に努
められたい。

５．基金の設置
建設改良基金の創設を検討されているが、設置目的を明確にされたい。
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